
家具類の下敷き (17%)

窒息 (11%)

焼死 (5%)

ショック死 (3%)
柱などの下敷き (64%)

1995年 阪神大震災の死亡原因
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転倒領域

家具・什器の地震時転倒診断システム
転 倒 判 定 チ ャ ー ト の 開 発

ものつくり大学 長谷川研究室 （01512100 杉田 悠輔）

■被害統計と室内被害の状況

■転倒判定チャート

■活用事例
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1995年 阪神大震災（実験室）

1995年 阪神大震災（オフィス）

2016年 熊本地震 （住宅）
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建設棟2F レポートボックス 建設棟2F キャビネット

本部棟1F ショーケース 建設棟1F実習場 ラック
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本部棟1F 自動販売機

摩擦片:鉄

摩擦面:エポキシ樹
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